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有
害
鳥
獣
の
被
害
か
ら
甲
佐
町
を
守
る
た
め
に

■ 

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
額
は
全
国
で
１
７
１
億
円

　

近
年
、
全
国
各
地
に
お
い
て
、
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
、
カ
ラ
ス
な
ど
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
例
外
で

は
な
く
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
将

来
に
お
い
て
、
人
家
に
危
険
が
及
ぶ
こ

と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
国

内
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
平
成
28
年
度
の

農
作
物
被
害
額
は
１
７
１
億
円
に
も
の

ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
に
お
け
る
被

害
額
は
約
５
億
円
で
、
鳥
獣
別
に
見
る

と
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
55
㌫
を

占
め
、
次
い
で
シ
カ
が
21
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

被
害
額
は
膨
大
な
も
の
で
は
あ
り
ま

す
が
、
過
去
５
年
間
の
推
移
で
は
、
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
、
効
果
的
な
侵

入
防
止
柵
の
設
置
な
ど
を
実
施
し
た
地

域
な
ど
に
お
け
る
対
策
の
効
果
が
出
て

い
る
こ
と
か
ら
、
被
害
の
低
減
が
図
ら

れ
る
な
ど
、
全
体
的
な
被
害
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

■ 

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
に
よ
る
駆
除
を

実
施
し
て
い
ま
す　

　

町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
有
害
鳥
獣

駆
除
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
と
し
て
町
有
害
鳥
獣
駆
除

隊
を
編
成
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
同
隊
は
イ
ノ

シ
シ
や
カ
ラ
ス
を
駆
除
す
る
猟
銃
班
と

今
年
度
新
た
に
編
成
さ
れ
た
わ
な
班
で

構
成
さ
れ
、
法
律
で
捕
獲
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
野
生
鳥
獣
が
農
作
物
な
ど
に
被

害
を
与
え
る
場
合
な
ど
に
、
法
律
に
基

づ
き
町
の
許
可
を
受
け
て
駆
除
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
隊
員
数
は
23

人
で
、
平
成
29
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
の
成

獣
65
頭
の
駆
除
な
ど
で
活
動
し
ま
し
た
。

　

わ
な
や
銃
に
よ
る
野
生
鳥
獣
の
捕
獲

に
は
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
狩
猟
者

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
狩
猟
期
間
以
外
の
期
間
に
捕
獲
す

る
場
合
は
、
同
隊
に
加
入
し
、
従
事
者

証
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

無
許
可
の
わ
な
の
設
置
は
法
律
違
反
と

な
り
、
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
小
鳥
の
捕
獲
も
禁
止
さ
れ
て
い

甲
佐
町
の
有
害
鳥
獣
対
策
と
支
援
制
度

項　目 県の被害額 全国の被害額

全　　体 ４億9,955万円 171億6,300万円

イノシシ ２億7,241万円 50億7,200万円

シカ １億649万円 56億3,400万円

カラス 6,747万円 16億1,800万円

サル 1,675万円 10億3,100万円

ヒヨドリ 1,093万円 ４億5,100万円

■農作物の被害額（平成28年度）
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ま
す
。

■ 

町
で
は
有
害
鳥
獣
対
策
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
か
ら
田
畑
を
守
る
た

め
に
、
３
戸
以
上
の
農
家
が
共
同
で
電

気
柵
な
ど
の
設
置
を
行
う
場
合
に
、
国

庫
補
助
金
を
活
用
し
た
補
助
や
、
野
生

鳥
獣
を
追
い
払
う
た
め
の
ロ
ケ
ッ
ト
花

火
の
希
望
者
へ
の
配
布
、
ま
た
有
資
格

者
に
よ
る
駆
除
活
動
に
よ
り
、
捕
獲
し

た
有
害
鳥
獣
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
農
政
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■ 

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

　

農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
に
は
、

個
人
で
の
被
害
防
除
に
は
限
界
が
あ
り
、

地
域
で
の
話
し
合
い
や
電
気
柵
の
設
置

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
町
有
害
鳥
獣
駆

除
隊
も
高
齢
化
し
、
隊
員
も
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

県
で
は
、
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得

し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
に
従
事
す
る
人
を

増
や
す
た
め
、
免
許
取
得
に
一
部
助
成

金
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
豊
か
な
自
然
と
安
全
な
く
ら
し

を
守
る
た
め
に
も
、
狩
猟
免
許
を
取
得

し
ま
せ
ん
か
。

�有害鳥獣から甲佐町を守るために

甲佐町有害鳥獣駆除隊

佐藤 敏樹 隊長

▼ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
政
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　

（
内
線
１
５
４
）

項　目 補助額
駆除数

（平成28年度）

駆除数
（平成29年度）

イノシシ成獣 10,000円／頭 35頭 65頭

イノシシ幼獣 4,000円／頭 10頭 ６頭

シカ 10,000円／頭 ５頭 ８頭

カラス 500円／羽 ３羽 ４羽

サル 30,000円／頭 ２頭 ２頭

■有害捕獲補助金および駆除実績件数内訳
　甲佐町有害鳥獣駆除隊は、

町内一円の定期的な見回りと、

通報による野生鳥獣の駆除な

どを実施し、被害防止対策に

従事しています。山や動物の

生態を知り尽くしたプロが、

隊員や周囲の皆さんの安全確

保と、法令遵守を第一に取り

組んでいます。

　本町でも杉やヒノキ、栗や

タケノコ、野菜などの被害が

多く、以前と比べると人家周

辺の被害が目立つようになっ

てきました。しかし、隊員の

高齢化が進み、後継者も少な

い現状です。

　まずは自主防衛による対策

が必要です。鳥獣の被害に

遭ったり目撃したりしたら、

町農政課に通報してください。

　有害鳥獣駆除隊の活動に、

ご理解とご協力をお願いしま

す。

■平成30年度狩猟免許試験について

　野生鳥獣の捕獲には、鳥獣保護管理法に基づ

く狩猟免許の取得が必要となります。

　免許を取得するためには講習会を受けて試験

に合格しなければなりません。

　今年度の狩猟免許試験は右記の日程のとおり

開催されます。

　なお、免許取得には一部助成金もあります。

詳しくはお問い合わせください。

●講習会

　実施日　７月10日（火）

　場　所　宇城市中央公民館

　手数料　10,000円

●試験

　実施日　７月21日（土）

　場　所　宇城総合庁舎大会議室

　手数料　5,200円

※上記以外の日程で別の会場でも開催

●お問い合わせ先

　県上益城振興局林務課

　 TEL096-282-0142

項　目 支援内容

電気柵などの

設置に対する

補助

イノシシなどから田畑を守るために、

電気柵などを、３戸以上の農家が共同

で設置を行う場合に、国庫補助金を活

用した補助を行っています。

追い払い用の

花火配布

野生鳥獣を追い払うためのロケット花

火を希望者に配布しています。

有害捕獲

補助金

有資格者による駆除活動により、捕獲

した有害鳥獣に対する補助を行ってい

ます。

■有害鳥獣対策における町の支援など
野 生 鳥 獣 の 被 害 防 止
対 策 に 取 り 組 む
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
証
の
変
更
や
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て

入院時の食事代

460円
指定難病患者の方などは
260円の場合もあります

過去12か月で90日までの入院

210円

過去12か月で91日目からの入院

160円※４

100円

自己負担限度額

外来＋入院（世帯単位）

252,600円＋（総医療費－842,000円）×１㌫

＜４回目以降　140,100円＞※１

167,400円＋（総医療費－558,000円）×１㌫

＜４回目以降　93,000円＞※１

80,100円＋（総医療費－267,000円）×１㌫

＜４回目以降　44,400円＞※１

57,600円

４回目以降44,400円※１

24,600円

15,000円

外来（個人単位）

18,000円
（年間上限14.4万円）

8,000円

8,000円

所得区分

現役並み所得者Ⅲ
（住民税課税所得
690万以上の方）

現役並み所得者Ⅱ
（住民税課税所得
380万以上の方）

現役並み所得者Ⅰ
（住民税課税所得
145万以上の方）

一　般

区分Ⅱ※２

区分Ⅰ※３

負担
割合

３割

１割

※１　過去12か月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が４回以上あった場合、４回目以降は＜＞内の金額となります。
※２　区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方（区分Ⅰ以外の方）
※３　区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除［（年金の所得は控除額を80万円とし　
　　　て計算）を差し引いたときに０円となる方］
※４　過去12か月以内の入院日数が90日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が160円になります。

■
８
月
１
日
（
水
）
か
ら
被
保

　
険
者
証
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
（
水
色
）
の

有
効
期
限
は
、
7
月
31
日
（
火
）

で
す
。

　

8
月
1
日
（
水
）
か
ら
使
用
で

き
る
新
し
い
被
保
険
者
証
（
黄

色
）
を
、
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し

ま
す
。

　

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
8
月

1
日
（
水
）
以
降
に
処
分
し
て
い

た
だ
く
か
、
町
住
民
生
活
課
ま
で

返
却
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

（
水
色
）
も
、
7
月
31
日
（
火
）

が
有
効
期
限
で
す
。

　

8
月
1
日
（
水
）
以
降
も
引
き

続
き
該
当
す
る
人
に
は
、
被
保
険

者
証
に
同
封
し
て
お
送
り
し
ま
す
。

■
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
に

　
つ
い
て

　

平
成
30
年
8
月
か
ら
、
3
割
負

担
の
人
で
住
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
６
９
０
万
円
未

満
の
人
（
現
役
並
み
所
得
者
Ⅰ
と

Ⅱ
の
人
）
を
対
象
に
、
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
高
額

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
（
入

院
さ
れ
る
場
合
な
ど
）
は
町
住
民

生
活
課
で
申
請
し
、
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
提

　

示
さ
れ
な
い
場
合
、
医
療
機
関

　

で
の
支
払
額
が
高
額
に
な
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

■
平
成
30
年
度
の
保
険
料
額
が

　
決
ま
り
ま
す

　

平
成
30
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
を
基

に
、
4
月
1
日
時
点
の
世
帯
構
成

に
よ
り
賦
課
さ
れ
ま
す
。
均
等
割

額
（
４
７
，
９
０
０
円
）
と
所
得

割
額
（
基
礎
控
除
後
の
所
得
額
の

９
・
26
㌫
）
を
合
計
し
た
金
額
で
、

年
額
62
万
円
が
上
限
額
で
す
。
所

得
の
低
い
人
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
の
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
の
前
日
ま
で
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、

均
等
割
額
が
5
割
軽
減
さ
れ
、
所

得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

7
月
中
旬
に
、
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
に
「
平
成
30
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。
1
人
ひ
と
り
の

保
険
料
額
や
、
そ
の
計
算
方
法
、

徴
収
方
法
等
を
記
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
た

保
険
料
の
徴
収
は
、
7
月
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　

徴
収
方
法
は
個
人
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
差
し
引
き
）
ま
た
は
、
普

通
徴
収
（
納
付
書
で
の
支
払
い
か

口
座
振
替
）
の
ど
ち
ら
か
で
す
。

決
定
通
知
書
に
徴
収
方
法
を
記
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　

（
内
線
１
０
５
）

■医療費の自己負担限度額（８月からの月額）
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空き家をお持ちではありませんか？
甲　佐　町　空　き　家　バ　ン　ク

「空き家・空き店舗・空き地（宅地）」をお持ちの皆さん、

空き家バンクに登録しませんか？

　町では、平成30年６月に「甲佐町空き家バンク制

度」を設置しました。この制度は、町内にある賃貸

または売却ができる空き家・空き店舗・併用住宅・

空き地（宅地）（以下「空き家等」という）を登録

いただき、その物件を移住希望者などへ情報提供を

行います。空き家等の有効活用を通して、移住・定

住、交流人口の増加を図り、地域の活性化につなげ

ていくことを目的とするものです。

売りたい !
貸したい !

　

空
き
家
等
の
登
録
の
申
請
は
、
町
地
域
振

興
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

・
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申
込
書
（
様
式
第
１
号
）

・
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
カ
ー
ド
（
様
式
第
２
号
）

・
位
置
図
・
間
取
り
図
（
様
式
第
３
号
）

・
土
地
お
よ
び
建
物
の
写
真

・
不
動
産
登
記
事
項
証
明
書
（
全
部
事
項
証
明
）

　

（
家
屋
お
よ
び
宅
地
）

※
様
式
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

　

登
録
の
申
請
後
、
物
件
の
現
地
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
に
は
所
有
者
な
ど
の
同
行
を

お
願
い
し
ま
す
。
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
物
件
は
、
町
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。
登

録
さ
れ
た
物
件
の
見
学
希
望
者
の
案
内
な
ど

の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

契
約
な
ど
に
関
し
て
不
動
産
業
者
の
仲
介

を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
（
一
社
）
熊
本
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
（
宅
建
協
会
）
の
会
員

を
紹
介
し
ま
す
（
物
件
調
査
時
に
仲
介
可
能

と
判
断
さ
れ
た
物
件
に
限
り
ま
す
）
。
宅
建
協

会
会
員
の
仲
介
に
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
法

の
規
定
に
基
づ
く
仲
介
手
数
料
が
発
生
し
ま

す
。
物
件
の
売
買
・
賃
貸
借
の
交
渉
お
よ
び

契
約
に
つ
い
て
は
、
町
は
関
与
し
ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　

（
内
線
２
３
４
）
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空
き
家
バ
ン
ク

空き家等の所有者

甲佐町に移住したい

空き家を借りたい

買いたい

空き家どうしよう…

空き家を貸したい

売りたい

移住などの希望者契約交渉

空き家等情報

募集
空き家等情報

発信

契約成立

※仲介

※契約などに関して不動産業者の仲介を
　希望する場合には、（一社）熊本県宅地
　建物取引業協会（宅建協会）の会員を
　紹介します（物件調査時に仲介可能と
　判断された物件に限ります）

宅建協会

町公式ウェブサイト
などで公開

空き家等の登録

現地調査

登録申込

空き家等の見学
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５
月
31
日
（
木
）
熊
本
市
中
央
区

上
通
で
、
第
11
回
甲
佐
町
観
光
物
産

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
魅
力
あ
る
物
産
や
観
光
資

源
、
郷
土
文
化
な
ど
を
町
外
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
甲
佐
町
商
工

会
（
中
村
幸
男
会
長
）
が
主
催
し
、

町
、
甲
佐
町
観
光
協
会
、
Ｊ
Ａ
か
み

ま
し
き
が
後
援
。
11
団
体
が
、
同
市

中
央
区
び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
前
の

「
び
ぷ
れ
す
広
場
」
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

物
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
採

れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
や
生
花
、
ア

ユ
の
塩
焼
き
や
う
る
か
な
ど
の
加
工

食
品
、
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
の
認
定

商
品
な
ど
が
所
狭
し
と
並
び
、
多
く

の
来
場
者
が
特
産
品
な
ど
を
手
に
取

り
、
買
い
求
め
ま
し
た
。

　６月10日（日）芝原区（109世帯）の公民

館で落成式が開催され、奥名克美町長や宮本

青史区長、地元住民ら68人が参加しました。

　築60年を超えていた旧公民館は熊本地震

で建物が傾くなどの被害を受け、町の被災家

屋調査では全壊と判定されました。新しい公

民館は区民が検討を重ね、災害時の避難所と

しても使いやすいよう配慮されています。

　熊本地震で被災した公民館の建替えは古閑

区に続き２件目。また、３月には上早川一区

にも新しい公民館が完成しています。

やな場の魅力を再発見　　

5月26日（土）「やな遊び2018夏」が開催

本町の物産と観光をＰＲ

第11回甲佐町観光物産展を熊本市で開催

地域活動の拠点が復興　 

被災した芝原公民館の建替えが完了

▼本町産の野菜などが並んだやな場で、風情を楽しむ来場者たち

▼

特
産
品
な
ど
が
並
び
に
ぎ
わ
っ
た
物
産
展

　

５
月
26
日(

土)

甲
佐
町
や
な

場
で
、
「
や
な
遊
び
２
０
１
８

夏
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
と
は
一
風
変
わ
っ
た
楽
し

み
方
で
、
や
な
場
の
魅
力
を
再
確

認
・
発
信
し
、
本
町
を
も
っ
と
好

き
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
（
一

社
）
パ
レ
ッ
ト
（
大
滝
祐
輔
代

表
）
と
や
な
場
が
主
催
し
、
町
、

甲
佐
町
観
光
協
会
が
後
援
。

　

毎
年
６
月
か
ら
11
月
ま
で
ア
ユ

料
理
が
楽
し
め
る
会
場
で
は
、
ヨ

ガ
体
験
や
お
茶
の
お
も
て
な
し
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
町
内
の
飲

食
店
な
ど
が
出
店
。
町
認
定
の
特

産
品
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も

ん
」
の
「
に
ら
メ
ン
コ
。
」
や

「
マ
シ
ュ
マ
ロ
」
、
本

町
産
の
野
菜
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
川
が

勢
い
よ
く
流
れ
て
く

る
開
放
的
な
空
間
で
、

ヨ
ガ
で
身
体
を
伸
ば

し
た
り
、
飲
食
を
し

た
り
し
な
が
ら
、
や

な
場
の
風
情
を
た
っ

ぷ
り
味
わ
い
ま
し
た
。

　

や
な
場
の
営
業
は

６
月
１
日
（
金
）
か

ら
始
ま
っ
て
お
り
、

ア
ユ
の
香
り
高
い
味

を
今
年
も
11
月
30
日

（
金
）
ま
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲災害時の避難所としても使われる芝原区の新しい公民館
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　６月２日（土）上揚の坂本梅林および宮内集会

所で宮内梅まつりが開催され、宮内地区の区長や

子ども会、地域住民などに町外からの参加者を加

えた約30人が参加しました。

　梅の収穫が行われた坂本梅林は、昭和11年ご

ろに当時の宮内小学校校長・坂本壽雄氏の指導で

農業科実習のために植樹されたもの。

　参加者ははじめに、たわわに実った梅の実を手

でちぎって収穫。子どもたちは保護者などに枝を

手の届く高さまで下げてもらいながらひとつひと

つ丁寧に摘み取りました。高い枝に実った梅は竹

の棒で枝をたたいて実を落とし、木の下に広げた

ブルーシートから拾い集めました。集まった梅は

近くの集会所で葉や枝を取り除き選別。重さを量

りながら袋詰めして１㌔ 200円で販売しました。

　今回が３回目の参加という熊本市東区から訪れ

た親子は「自分でちぎって収穫できるのが楽しい。

家族みんな梅が好きなので、今日手に入った梅は

ジャムやジュースにして楽しみます」と笑顔で話

しました。

　５月24日（木）町役場で、町と熊本県環

境事業団体連合会（篠﨑武会長）との「災害

時におけるし尿及び浄化槽汚泥の収集運搬等

の支援に関する協定書」の調印式が行われま

した。

　同協定の締結は、災害発生時にし尿などの

収集運搬が円滑に行われるよう同会と県が締

結した基本協定に基づくもの。町は災害時に

県を通じて同会に支援の要請を行います。

　奥名克美町長は「災害時の対応がより充実

したものになります」とあいさつしました。

し尿処理の災害支援協定を締結

町と熊本県環境事業団体連合会が調印式

▲調印式に臨む奥名町長（中央）と連合会の篠﨑会長（中左）ら

ちぎりたての梅はいかが　

宮内梅まつりが坂本梅林で開催

▲上揚の坂本梅林で、竹の棒で梅の枝をたたいて木の下に広げたブルー
シートに実を落とし収穫する参加者

▼

表
彰
を
受
け
る
㈱
サ
ク
シ
ス
の
櫻
木
さ
ん
（
左
）

　

2
月
15
日
（
木
）
福
岡
市
で
「
第

7
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
九
州

地
区
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
株
式
会
社

サ
ク
シ
ス
の
櫻
木
弘
さ
ん
が
「
九
州

経
済
産
業
局
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
は
日
本
の

産
業
・
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
て
き

た
も
の
づ
く
り
を
継
承
し
発
展
し
て

い
く
た
め
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
人

材
を
顕
彰
す
る
制
度
。

　

櫻
木
さ
ん
は
平
成
25
年
に
同
社
を

設
立
し
、
地
震
に
よ
る
天
井
落
下
事

故
へ
の
対
策
と
し
て
軽
量
か
つ
振
動

吸
収
機
能
付
き
天
井
シ
ス
テ
ム
を
開

発
。
そ
の
技
術
が
認
め
ら
れ
、
製

品
・
技
術
開
発
部
門
に
お
い
て
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ものづくり日本大賞で局長賞を受賞

櫻木弘さん（株式会社サクシス）
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096‒234‒1113( 内線106)

■
70
歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者
の 

　
自
己
負
担
限
度
が
見
直
さ
れ
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
は
、
医
療
機
関
の

窓
口
な
ど
で
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負

担
額
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
、
限
度
額

を
超
え
た
分
が
「
高
額
療
養
費
」
と
し

て
支
給
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
お
い
て
、
70
歳
以
上
で

所
得
区
分
が
「
現
役
並
み
所
得
者
」
お

よ
び
「
一
般
」
の
方
の
限
度
額
が
、
平

成
30
年
８
月
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

●
今
回
の
変
更
点

　
平
成
30
年
８
月
か
ら
「
現
役
並
み
所

得
者
」
は
課
税
所
得
に
応
じ
て
「
課
税

所
得
６
９
０
万
円
以
上
」
、
「
課
税
所

得
３
８
０
万
円
以
上
」
、
「
課
税
所
得

１
４
５
万
円
以
上
」
の
３
つ
の
所
得
区

分
に
分
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
一
般
」
の
外
来
（
個
人
単
位
）

の
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
町
住
民
生
活
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

※
「
現
役
並
み
所
得
者
」

　

同
じ
世
帯
に
住
民
税
課
税
所
得
が

　

１
４
５
万
円
以
上
の
70
〜
74
歳
の

　

国
保
被
保
険
者
が
い
る
人
（
収
入
状

　

況
に
よ
っ
て
、
申
請
に
よ
り
「
一
般
」

　

区
分
と
同
様
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
）

※
「
一
般
」

　

世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保
険
者
が
住

　

民
税
課
税
で
医
療
費
の
自
己
負
担
割

　

合
が
２
割
か
１
割
の
人
（
現
役
並
み

　

所
得
者
、
低
所
得
者
２
、
１
以
外
の

　

人
）

■
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
な
ど
の

　
申
請
に
つ
い
て

　
所
得
区
分
に
応
じ
て
申
請
に
よ
り
発

行
さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま
で
で
済
み

ま
す
。
認
定
証
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

町
住
民
生
活
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
認
定
証
の
有
効
期
限
は
毎
年

７
月
31
日
で
す
。
８
月
以
降
も
継
続
し

て
認
定
証
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
８
月

以
降
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
採
用
試
験

町総務課　TEL096‒234‒1140（内線221）

８月から所得区分と
限度額が一部変わります

詳しくは町住民生活課へお尋ねください

■
一
般
事
務
職
員
を
採
用
予
定

▼
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

①
高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事
務
）

　

3
人
程
度

【
受
験
資
格
】

　

平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

②
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者（
一
般
事
務
）

　

３
人
程
度

【
受
験
資
格
】

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
者
で
、
民
間
企
業

な
ど
で
の
職
務
経
験
（
う
ち
１
人
に
つ

い
て
は
、
建
築
物
の
設
計
、
工
事
管
理
、

施
行
管
理
等
に
係
る
職
務
経
験
）
が
５

年
以
上
あ
る
者

▼
申
し
込
み
手
続
き

　

町
発
行
の
採
用
試
験
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
（
宛
先
、
郵
便
番
号
を

明
記
）
を
同
封
し
、
「
甲
佐
町
職
員
採

用
試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
た
封
筒
に

入
れ
て
、
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

持
参
の
場
合
は
、
町
総
務
課
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
）
は

　

町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

　

７
月
23
日
（
月
）
〜
８
月
10
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
10
日
（
金
）

消
印
有
効
で
す
。

※
持
参
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場

合
は
、
８
月
10
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
正
常
に
到
達
し
た
も
の
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼
試
験
日
時
お
よ
び
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験

　

９
月
16
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
集
合

　

県
立
御
船
高
等
学
校

※ 

試
験
結
果
は
10
月
上
旬
に
全
受
験
者

に
通
知
し
、
町
役
場
に
掲
示
し
ま
す
。

・
第
２
次
試
験

　

10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬
（
予
定
）

■
一
般
事
務
職
員
を
中
途
採
用
予
定

▼
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
お
よ
び
民
間
企

　

業
等
職
務
経
験
者
（
一
般
事
務
）

　

２
人
程
度

▼
試
験
日
時
お
よ
び
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験

　

８
月
実
施　
　

甲
佐
町
役
場

※
申
し
込
み
手
続
き
や
受
付
期
限
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
配
布
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
に
な
る
か
町
総
務
課
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定
者

平
成
30
年
10
月
１
日
採
用
予
定
者



町からのお知らせ　【７月】
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL096‒234‒1113（内線104）

■
「
納
付
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」

　
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
「
免

除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
と
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
免
除
・
猶
予
を
受
け
る
こ

と
で
年
金
受
給
権
（
老
齢
基
礎
年
金
・

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
年
金
）
が
確
保

で
き
ま
す
。

①
免
除
（
全
額
・
一
部
免
除
）
申
請

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
各
々
の
前

年
所
得
（
過
去
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
前
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場

合
や
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
の
場
合
、
納
付
す
べ
き
保

　

険
料
を
納
付
し
な
い
と
一
部
免
除
が

　

無
効
に
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶
者

各
々
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
申
請
方
法
と
免
除
期
間

　
今
年
度
の
申
請
受
付
は
、
７
月
か
ら

開
始
さ
れ
平
成
30
年
７
月
分
か
ら
平
成

31
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

ま
す
。
ま
た
、
過
去
期
間
に
つ
い
て
は
、

申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
２
年
１
カ

月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
方
が
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
時
に
継
続

の
申
し
出
を
さ
れ
る
と
、
翌
年
度
以
降

の
申
請
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
失
業
や

被
災
に
よ
る
特
例
の
申
請
の
場
合
は
、

翌
年
度
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
の
特

例
申
請
の
対
象
期
間
は
、
平
成
28
年
３

月
分
か
ら
平
成
30
年
６
月
分
で
す
。
詳

し
く
は
町
住
民
生
活
課
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

▼
準
備
す
る
も
の

・
年
金
手
帳
、
印
か
ん

※
失
業
に
よ
る
申
請
の
場
合
、
離
職
票

　

ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

※
被
災
に
よ
る
申
請
の
場
合
、
り
災
証

　

明
書
お
よ
び
被
災
状
況
届

国民年金保険料の
納付免除・猶予制度

詳しくは町住民生活課へお問い合わせください

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

町住民生活課　TEL096‒234‒1113 （内線105）　

■
口
腔
健
診
で
歯
と
口
の
健
康
を

　

　
保
ち
ま
し
ょ
う

　
今
年
度
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
「
歯
科
口
腔
（
こ
う
く
う
）

健
診
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

身
体
の
健
康
と
同
様
に
、
口
の
中
の

健
康
を
保
つ
こ
と
は
と
て
も
大
切
で

す
。
保
た
れ
て
い
な
い
と
、
虫
歯
や
歯

周
病
に
か
か
る
だ
け
で
な
く
口
腔
機
能

が
低
下
し
て
糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど
全

身
の
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
、
要

介
護
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

特
に
高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
た
り
、

の
ど
に
つ
か
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
口
の
中
の
細
菌
な
ど
が
肺
に

入
っ
て
、
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

毎
年
１
回
の
「
歯
科
口
腔
健
診
」
で
、

歯
と
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

※
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

　

や
６
カ
月
以
上
病
院
に
入
院
さ
れ
て

　

い
る
方
、
ほ
か
の
公
共
事
業
で
同
じ

　

歯
科
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
対
象

　

に
な
り
ま
せ
ん
。

※
７
月
に
、
案
内
文
と
希
望
調
査
票
を

　

配
布
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　

　

平
成
30
年
8
月
1
日
（
水
）
〜
平
成

　

31
年
1
月
31
日
（
木
）

▼
実
施
場
所

　

町
が
契
約
し
て
い
る
歯
科
医
院

▼
自
己
負
担
額

　

4
０
０
円

▼
健
診
項
目

　

問
診
、
歯
・
入
れ
歯
の
状
況
、
か
み

　

合
わ
せ
、
口
腔
内
の
状
況
、
飲
み
込

　

む
機
能
な
ど

▼
お
申
し
込
み
・
受
診
方
法

①
別
途
配
布
す
る
案
内
文
で
詳
細
を
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
希
望
調

　

査
票
を
町
住
民
生
活
課
へ
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
（
後
日
、
受
診
券
を
発

　

行
し
ま
す
）

③
受
診
す
る
歯
科
医
院
に
予
約
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

④
受
診
券
と
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
受 

　

診
し
て
く
だ
さ
い
。

歯 科 口 腔 健 診 を
受 診 し ま し ょ う

受 診 の 申 し 込 み は 町 住 民 生 活 課 ま で



Library

町生涯学習センター図書室からの７月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間
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�町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

新聞の一面に躍るニュースの裏

側で渦巻く欲望の数々。その渦

中をしたたかに暗躍する金の匂

いに敏感な男女たち。敵味方が

入り乱れての裏切りと騙しあい、

謀略、色仕掛け…。非情な情報

戦を制し、最後に笑うのは誰

か？圧倒的なスピード感のある

展開と、度肝を抜く大どんでん

返しに引き込まれてしまう１冊

です。

幻冬舎

小説

超絶スパイ・エンタテインメント誕生

吉田 修一著 /『ウォーターゲーム』

ざんねんないきものシリーズ第３弾

今泉 忠明監修 /『続々ざんねんないきもの事典』

健康を手にするための歩き方の新常識

青栁 幸利監修 /『100歳まで元気に歩く ! 正しい歩き方』

1日10,000歩以上は不健康にな

る !? 消費カロリーをメドに歩

く の は 意 味 が な い !? 早 朝 の

ウォーキングは体に悪い !? 健

康によかれと思って歩いていた

のに、歩き方によっては健康を

害することも…。健康を手に入

れるための歩き方の新常識。写

真やイラストでとても分かりや

すく解説してあり、すぐに役立

つ１冊です。

洋泉社

教養娯楽

「はじめて生観戦したとき、私

は心の底から驚いて、驚きっぱ

なしだった」「ボクシングは冷

徹で残酷だ。でもだからこそ、

こんなにもドラマに満ちている

のかもしれない」など、限界ま

で闘い続ける男たちを、人気作

家・角田光代が時には熱く、時

には涙して、温かく見つめた名

エッセイ。選手のプロフィール

付きです。

角川春樹事務所

一般書

人気作家による心震わすボクシング観戦記

角田 光代著 /『ボクシング日和』

地球には、すごい能力を持った

生き物がたくさんいます。でも

一方で、思わず「どうしてそう

なった？」と、つっこみたくな

るざんねんな生き物も存在しま

す。そんな愛すべき生き物たち

を紹介。シリーズ第３弾は読者

からリクエストの多かった「植

物」、理科の授業で習う「微生

物」も仲間入りしてパワーアッ

プしました。

高橋書店

児童書
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～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『百貨の魔法』（村山 早紀著）

松本 里穂さん

〔住民生活課〕

「閉店が近いのでは ?」とうわさが飛
び交う星野百貨店。百貨店で働く人た
ちと館内に住むと噂される「白い猫」
が織りなす、魔法のような物語です。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者のみなさ

ん、おじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

■日時　７月12日（木）

　　　　午前10時30分

■会場　図書室おはなしのへや
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Human Rights

人権 ～心豊かに暮らすために～

■甲佐町人権教育推進協議会総会を

　開催しました

　５月24日（木）町生涯学習セン

ターで、平成30年度甲佐町人権教

育推進協議会総会が開催され、甲佐

町人権教育推進協議会基本方針を示

しました。

●甲佐町人権教育推進協議会基本方針

　すべての町民が心豊かに暮らすた

めに、お互いの人権を尊重し合い差

別のない明るく住みよい地域づくり

を目指す。そのための、同和問題を

人権教育の重要な柱として捉え、あ

らゆる人権問題の解決のために、さ

まざまな機会を通して人権意識を培

い、差別意識の解消に向けた人権教

育を推進する。

　新たに平成28年12月に「部落差

別解消の推進に関する法律」が施行

された。この法の精神に基づき、こ

れまでの取り組みを再検証するとと

もに、「熊本県人権教育・啓発基本

計画」、「甲佐町人権教育・啓発基本

計画」に則り、部落差別のない社会

の実現に向け一層の充実をはからね

ばならない。　

　また本町では、これまでも部落差

別をはじめあらゆる差別を解消する

ための啓発活動に取り組んできてい

るところであるが、講演会等への参

加人数の減少や参加者の固定化など

の課題もあり、今後は広く町民に日

常生活における意識や行動に成果が

表れるような研修等の工夫を行い、

多くの住民に浸透させる取り組みを

強化させる必要がある。

��������������

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

Public Hall

町公民館からのお知らせと話題

�����������������
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　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
5
月
24
日
（
木
）
大
町
公
民

館
で
、
認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て

の
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
桜
の
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
生
活
相
談
員
で
あ
る
藤

崎
純
子
さ
ん
と
渡
辺
翔
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
「
認
知
症
の

予
防
」
に
つ
い
て
画
像
を
見
な

が
ら
学
習
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
21
人
。

　
人
間
の
脳
は
5
つ
に
分
類
さ

れ
、
そ
の
中
の
海
馬
は
、
脳
の

記
憶
な
ど
に
関
わ
る
器
官
で
、

名
前
が
す
ぐ
出
な
い
、
物
忘
れ

な
ど
40
歳
こ
ろ
か
ら
委
縮
が
始

ま
り
ま
す
。
忘
れ
て
い
る
事
を

思
い
出
す
よ
う
に
心
掛
け
、
五

感
を
フ
ル
に
活
用
す
る
よ
う
な

生
活
、
新
し
い
こ
と
へ
挑
戦
す

る
な
ど
の
姿
勢
が
重
要
で
す
。

　
講
座
で
は
、
海
馬
を
刺
激
す

る
た
め
、
数
字
探
し
・
漢
字
を

用
い
て
の
色
あ
て
な
ど
ク
イ
ズ

感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
頭
の
体

操
を
し
ま
し
た
。

　
6
月
14
日
（
木
）
町
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
で
、
「
ワ
ー
キ
ン

グ
世
代
の
講
座
」
の
「
ネ
ッ
ク

レ
ス
作
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り

の
前
に
調
理
室
で
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
の
調
理
を
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
進
め
、

オ
ー
ブ
ン
に
入
れ
焼
き
上
が
り

を
待
つ
間
に
製
作
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
参
加
者
は
12
人
。

　
ス
ポ
ッ
ク
ボ
ー
ル(

発
砲
ス

チ
ロ
ー
ル)

に
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ

キ
ン
を
細
か
く
ち
ぎ
り
デ
コ

パ
ー
ジ
ュ
専
用
の
液
で
全
体
に

貼
り
、
レ
ジ
ン
を
掛
け
、
革
紐

に
通
し
仕
上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
色
の
ペ
ー

パ
ー
を
貼
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
が
出
来
ま
し
た
。

認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て

町
公
民
館
出
前
講
座

ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り

ワ
ー
キ
ン
グ
世
代
の
講
座

▲認知症の予防について行われ

た大町区の出前講座

▲デコパージュで作ったネック

レスに革紐を通す参加者

▲

シニア世代の講座のご案内

　「自分をご機嫌にする
　化粧療法」参加者募集

●日時

　７月18日（水）

　午後１時30分～午後３時

●会場

　町生涯学習センター視聴覚室

●講師

　化粧療法士・福祉メイクセラピスト

　竹内　恵子さん

●準備するもの

　手持ちの化粧品

　（当日は、いつものメイクでご

　参加ください）

●定員

　10人程度

10歳若返るワンポイントも教えて

もらいます。年齢関係なく受講で

きますので、ぜひご参加ください。
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❖
夏
を
元
気
に
乗
り
切
る
た
め
に

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
、
熱
中
症
や
夏
バ
テ
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

こ
の
季
節
、
野
菜
や
果
物
、
そ
う
め

ん
や
ア
イ
ス
、
か
き
氷
、
冷
た
い
飲
み

物
が
美
味
し
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、
美

味
し
い
か
ら
と
こ
れ
ら
ば
か
り
食
べ
て

い
て
は
夏
バ
テ
に
な
っ
た
り
、
高
血
糖

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
回
は
、
夏
を
元
気
で
、
健
康
に

乗
り
切
る
た
め
に
気
を
付
け
た
い
こ
と

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

❖
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、
水
分

　

補
給
は
し
っ
か
り
と

　

今
般
、
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
注
意
が
呼
び
掛

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
番
の
予
防
は
「
暑

さ
を
避
け
る
こ
と
」
と
「
こ
ま
め
な
水

分
摂
取
」
と
い
う
こ
と
は
皆
さ
ん
、
ご

存
知
か
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
、
熊
本
県
は
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
数
が
昨
年
度
は
全
国
３
位
、
一

昨
年
は
全
国
１
位
と
な
っ
て
お
り
、
熱

中
症
予
防
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

た
だ
、
熱
中
症
予
防
に
躍
起
に
な
っ

て
い
る
方
こ
そ
、
気
に
な
る
の
が
「
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
」
「
イ
オ
ン
飲
料
」
な
ど

を
常
用
し
て
い
る
こ
と
で
の
高
血
糖
。

本
町
は
、
昨
年
度
の
特
定
健
診
の
結
果

で
、
血
糖
値
が
基
準
値
よ
り
高
い
方
が

約
７
割
、
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
、

高
血
糖
、
糖
尿
病
は
町
の
大
き
な
健
康

課
題
で
す
。

　

大
量
の
汗
を
か
い
た
と
き
に
は
、
水

分
と
塩
分
の
補
給
が
必
要
で
す
が
、
普

段
の
水
分
補
給
は
水
や
麦
茶
が
お
勧
め

で
す
。

❖
果
物
の
食
べ
過
ぎ
に
も
注
意

　

夏
に
な
る
と
、
ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
・

ナ
シ
・
ブ
ド
ウ
な
ど
が
旬
を
迎
え
ま
す
。

　

「
果
物
は
体
に
い
い
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
た
め
、
積
極
的
に
食
べ
て
い

る
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
最
近
の
果
物
は

ど
れ
も
甘
く
て
美
味
し
い
た
め
、
食
べ

過
ぎ
は
血
糖
値
が
上
が
っ
た
り
、
中
性

脂
肪
が
上
が
っ
た
り
、
と
い
う
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

果

物

の

１

日

適

正

摂

取

量

は

「
２
０
０
㌘
」
で
す
。
ス
イ
カ
・
メ
ロ

ン
だ
と
約
１
／
８
個
、
ナ
シ
だ
と
約
半

分
、
ブ
ド
ウ
だ
と
１
／
２
房
程
度
で
す
。

　

普
段
自
分
が
ど
の
程
度
果
物
を
食
べ

て
い
る
か
、
ぜ
ひ
振
り
返
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

❖
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
摂
れ
て
い
ま

　

す
か
？

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
と
は
、
糖
や
脂
肪
を

代
謝
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す

る
際
に
必
要
な
栄
養
素
で
す
。
こ
れ
が

不
足
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
の
が

「
脚
気
」
。
全
身
の
倦
怠
（
け
ん
た
い
）
感
、

食
欲
不
振
、
足
の
む
く
み
や
し
び
れ
な

ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
や
昭
和
初
期
ま
で
多
く
の

死
者
を
出
し
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
栄

養
素
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
み
、
脚
気

に
な
る
方
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
現
在
で
は
、
栄
養
の
偏
り
に

よ
る
「
脚
気
予
備
群
」
が
増
え
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
場
、
食
欲
が
落
ち
て
そ
う
め
ん
だ

け
で
食
事
が
終
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
、

あ
り
ま
せ
ん
か
？
ま
す
ま
す
食
欲
不
振

に
な
り
、
体
の
だ
る
さ
が
と
れ
ず
、「
夏

バ
テ
か
な
？
」
と
思
う
よ
う
な
と
き
は
、

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
不
足
」
に
な
っ
て
い

な
い
か
、
自
分
の
食
事
に
つ
い
て
振
り

返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
玄
米
・
豚
肉
・

う
な
ぎ
・
大
豆
類
な
ど
に
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
水
溶

性
で
、
摂
り
す
ぎ
た
分
は
尿
と
し
て
排

せ
つ
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
毎
日
し
っ

か
り
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

夏
バ
テ
や
熱
中
症
に
負
け
ず
、
暑
い

夏
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

暑

い

夏

を

元

気

に
、

健

康

に

乗

り

切

り

ま

し

ょ

う

Health

町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

夏 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

熱中症の予防には、水分補給を

しっかりすることが重要です。大

量の汗をかいたときには、水分と

塩分の補給が必要ですが、普段の

水分補給には水や麦茶がお勧めで

す。夏バテや熱中症に負けず、暑

い夏を元気に乗り切りましょう。

高倉 美保 保健師
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Smile

わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care

７月の子育て支援カレンダー

�����������������

���������������

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

����������������

�����������������

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

７・８月の保健活動

����������������

� ������

　　７月19日（木）　午前９時

　　８月20日（月）　午前９時

� ������

　　７月19日（木）　午前10時

　　８月20日（月）　午前10時

� ��������

　　８月３日（金）　午前９時30分

� ��������

　　７月３日（火）　午後１時

� ������������

　　８月24日（金）　午前９時30分

� �����

　　７月３日（火）　午後１時20分

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

����������������

�����������������

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

　

一圓 旭
あさひ

 くん（11か月）

 父・仁 さん　母・小夜子 さん

　（津志田区）

　食欲モリモリ、

　　たくさんハイハイしています！

　

松本 莉
り こ

虹 ちゃん（１歳）

 父・直樹 さん　母・みゆき さん

　（船津区）

　　これからも元気に

　　　すくすく育ってね♡♡

�甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（月） プール遊び

４日（水） 七夕飾り作り

６日（金） 園行事参加 ( 七夕祭り )

９日（月） プール遊び

11日（水） お誕生会 ( 要予約 )

13日（金） 園児交流

18日（水）
おやつ作り
( ホットサンド )

20日（金） ブロック遊び

23日（月） プール遊び

25日（水） ままごと遊び

27日（金） 積み木で遊ぼう

30日（月） プール遊び

 育児相談（電話・面接）

 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

�甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�竜野保育園 TEL096-234-0519

11日（水） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�緑川保育所 TEL096-234-0789

  園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）
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町
で
は
、
町
内
在
住
の
保
護
者

が
社
会
的
理
由
（
病
気
、
出
産
、

事
故
な
ど
）
に
よ
り
一
時
的
に
家

庭
で
の
子
育
て
が
困
難
に
な
っ
た

と
き
に
、
町
が
契
約
す
る
児
童
養

護
施
設
で
短
期
間
子
ど
も
を
預
か

る
「
甲
佐
町
子
育
て
短
期
支
援
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
に
は
、
原
則
７
日
以
内

の
一
時
的
な
預
か
り
を
行
う

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
」
と
仕

事
な
ど
で
夜
間
や
休
日
が
保
護
者

不
在
と
な
る
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事

業
」
が
あ
り
、
所
得
な
ど
に
よ
っ

て
１
日
あ
た
り
最
大
5
，
０
０
０

円
の
費
用
負
担
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
に
は
事
前
の
相
談
・
登
録

が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
町

福
祉
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
契
約
事
業
所

　

児
童
養
護
施
設
「
慈
愛
園
」 

　

（
熊
本
市
中
央
区
神
水
１-

14-

１
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　

（
内
線
１
４
６
）

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介

護
療
養
型
医
療
施
設
、
介
護
医
療

院
）
や
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
の
食
費
、
部
屋
代
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
「
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
申
請
に

基
づ
き
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
認
定
証
は
7
月

31
日
（
火
）
で
有
効
期
間
が
切
れ

ま
す
の
で
、
継
続
し
て
利
用
さ
れ

る
場
合
は
更
新
が
必
要
で
す
。

▼
交
付
要
件

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ

　

と
②
配
偶
者
に
住
民
税
が
課
税
さ
れ

　

て
い
な
い
こ
と
（
こ
の
場
合
の

　

「
配
偶
者
」
は
同
居
・
別
居
を

　

問
い
ま
せ
ん
）

③
預
貯
金
な
ど
の
額
が
次
の
基
準

　

額
を
超
え
な
い
こ
と

・
配
偶
者
が
い
る
人

　

本
人
と
配
偶
者
の
預
貯
金
の
合

　

計
が
２
，
０
０
０
万
円

・
配
偶
者
が
い
な
い
人

　

1
，
０
０
０
万
円

④
負
担
段
階
の
判
定
で
、
非
課
税

　

年
金
（
遺
族
年
金
や
障
害
年
金

　

な
ど
）
収
入
も
含
め
て
判
定

▼
申
し
込
み
期
間

　

7
月
２
日
（
月
）
〜

※
継
続
し
て
利
用
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
、
申
請
月
の
初
日
ま
で
し

　

か
適
用
が
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん

　

の
で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

▼
更
新
に
必
要
な
も
の

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
印
か
ん

・
預
貯
金
額
が
分
か
る
通
帳
や
有

　

価
証
券
な
ど
お
持
ち
の
も
の
す

　

べ
て
（
配
偶
者
が
い
る
方
は
そ

　

の
方
の
分
も
必
要
と
な
り
ま
す

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　

（
内
線
１
４
１
・
１
４
２
）

　

野
良
猫
に
間
違
っ
た
世
話
を
し
て

し
ま
う
と
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
な
が
り
猫
に
と
っ
て
も
不
幸
な
結

果
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
エ
サ
を
あ

げ
る
場
合
は
自
宅
の
敷
地
内
で
行
い
、

食
べ
残
し
や
フ
ン
・
尿
は
き
ち
ん
と

後
始
末
を
す
る
な
ど
近
隣
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
獣
医
師
と
相
談
し
な
が
ら
健
康

面
の
管
理
を
行
い
、
避
妊
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
て
繁
殖
を
防
ぐ
こ
と
も

大
切
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
危
機
管
理
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
８

7
July 2018

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL http://www.town.kosa/

　　kumamoto.jp/

日 曜 当 番 医
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����� ��������� TEL������������

doctor

町税などの滞納処分（５月分）

��� �������

� � ��

� � � � � � � ��

� � � � ��

� �� � � � � ��������

tax

ｉ

お
知
ら
せ

子

育

て

短

期

支

援

事

業

を

実

施

し

て

い

ま

す

野

良

猫

へ

の

無

責

任

な

エ

サ

や

り

防

止

に

つ

い

て

介

護

保

険

負

担

限

度

額

認

定

証

の

更

新

に

つ

い

て
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Monthly Information

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
は
も
と
よ
り

果
樹
類
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
園
芸
作
物

の
花
粉
交
配
に
は
不
可
欠
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
早
期
水
稲
は
出
穂
、
開

花
期
を
迎
え
ま
す
が
、
農
薬
散
布
に

あ
た
っ
て
は
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害
を
与

え
な
い
よ
う
、
事
前
に
近
く
の
養
蜂

家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
時
期
、
場

所
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
散
布
し
た
農
薬
が
ミ

ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
農
業
技
術
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

　

県
畜
産
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
０
１

　

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
マ
ル
チ

ロ
ー
タ
ー
式
小
型
機
（
ド
ロ
ー
ン
）

な
ど
の
無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散

布
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
国
土
交
通

大
臣
の
許
可
・
承
認
が
必
要
で
す
。

併
せ
て
、
散
布
計
画
を
前
も
っ
て
県

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
省
の
指
導
方
針

で
は
、
機
体
は
国
指
定
機
関
の
認
定

機
種
が
使
用
で
き
、
操
縦
者
も
認
定

が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
農
業
技
術
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

　

（
公
財
）
く
ま
も
と
地
下
水
財
団

で
は
、
８
月
１
日
の
水
の
日
を
記
念

し
、「
水
の
日
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

7
月
31
日
（
火
）
午
後
2
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分

▼
場
所

　

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

▼
定
員

　

１
５
０
人

▼
参
加
費

　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

事
前
申
し
込
み
は
７
月
２
日

（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

（
公
財
）
く
ま
も
と
地
下
水
財
団

　

TEL
０
９
６
‐
２
２
７
‐
６
６
７
８

事件・ 事 故 件 数

���
����

�� ���

���� � �

���� �� ��

���� � �

５月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

��� ���� ����

� � � ����

� � � ���

� � � � ����

���� � ����

６月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

まず、読者の中に鹿里 (かざと )

集落がどこにあるか、分からない

人がおられると思うので、そこか

ら説明したい。

坂谷川が緑川と合流する所が打

出 (うちだし ) 集落、そこから上

流に谷内 (たにうち )集落があり、

谷内の左上方100㍍程に堂の原集

落がある。ここより500㍍程離れ

た高台に集落がある。これが、こ

れから説明する鹿里集落である。

下豊内から徒歩で約 1.5 時間、目

野からも約 1時間を要する僻地

(へきち )である。

鹿里集落は、特異な歴史を持っ

ているので要約する。天正の頃、

上熊本の井芹川流域に住んでいた

井芹姓を持つ一団が甲佐の山出地

区周辺に移り住む。その一団は剛

勇 (ごうゆう )で、強い団結力を

誇っていた。阿蘇氏の家臣、甲斐

早雲はこうした井芹一族の様子に

恐れを抱いたのか、鹿児島の島津

氏と内通していると疑いを掛け急

襲 (きゅうしゅう )を掛けて滅ぼ

したが、幸いに生き延びた人が逃

げて移り住んだ所が鹿里集落であ

る。昭和 30年代、13戸の井芹姓

の人が暮らしていたということで

ある。

こうした歴史の中で生き延びた

鹿里集落は、人が住まなくなって

10年を超す。しかし、私は人々の

暮らしの歴史は記録しておく必要

があると考え、かつて暮らした古

老を訪ねて話を聞いた。（つづく）

甲佐町の文化財探訪　
～第 58 回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「鹿里（かざと）の暮らし」　その 1 清村一男 町文化財保護委員（下豊内区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（５月分）

��� ��� ���� ����

� � � � ������� ���� �������

� � � � ������ ������ �������

� � � � ����� ������ ������

� � ������� ������� �������

※単位・㌔ 

▶
鹿
里
集
落
の
位
置

平
成
30
年
度
「
水
の
日
記
念

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

開

催

e

開
催

ミ

ツ

バ

チ

に

対

す

る

農

薬

危

害

防

止

に

つ

い

て

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布

は
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
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自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で
は

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

●
航
空
学
生
（
海
上
自
衛
隊
）

　

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

●
航
空
学
生
（
航
空
自
衛
隊
）

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

※
い
ず
れ
も
高
卒
者
ま
た
は
高
専

　

3
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

●
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　

7
月
１
日
（
日
）
〜
９
月
７
日

（
金
）

※ 

自
衛
官
候
補
生
は
、
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

▼
試
験
日

●
航
空
学
生

・
１
次
試
験　

９
月
17
日
（
月
）

・
２
次
試
験　

10
月
15
日
（
月
）

　

〜
21
日
（
日
）

・
３
次
試
験

　

（
海
上
自
衛
隊
）
11
月
22
日
（
木
）

　

〜
12
月
19
日
（
水
）

　

（
航
空
自
衛
隊
）
11
月
17
日
（
土
）

　

〜
12
月
20
日
（
木
）

●
一
般
曹
候
補
生

・
１
次
試
験　

９
月
21
日
（
金
）

　

〜
23
日
（
日
）

・
２
次
試
験　

10
月
12
日
（
金
）

　

〜
17
日
（
水
）

●
自
衛
官
候
補
生

　

申
込
受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

　

試
験
地
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
宇

　

城
募
集
案
内
所

　

TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

　

上
益
城
消
防
組
合
で
は
、
平
成
30

年
度
消
防
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」

�������������

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　������

����������������

●少年柔道

������������

��������������

●卓球

��������������

����������������

●サッカー教室

���������

��������������

���������

����� ���������

●バスケットボール教室

　������

��������������

●ジュニアバスケット教室

　������

��������������

●ノルディックウォーキング

　教室

  ������

��������������

●トランポリン教室

　�������������

���������������

●女子サッカー教室

���������

����������������

■お問い合わせ先

��������������������

���������������

� TEL�������������������

��������

�������������

����������
��������������

7月21日（土）第67回 甲佐町あゆまつり～花火大会は午後8時10分

Event

上
益
城
消
防
組
合
消
防
職
員

採

用

試

験

を

実

施

ｒ

募
集

各

種

自

衛

官

を

募

集

し

て

い

ま

す

��������　地域振興課　 TEL 096-234-1154

Monthly Information

　甲佐の夏の一大イベント「あゆま
つり」が７月 21 日（土）に開催決定！
　今年も「子どもみこし」や「あゆ
のつかみどり大会」、「総盆踊り大会」
などを開催します。まつりを締めく

くる花火大会では約 3，000 発の打ち
上げ花火が甲佐の夜空を彩ります。
　子どもから大人まで楽しめるあゆ
まつりにぜひお越しください。

■開催日　７月 21 日（土）

■主なイベントと会場

イベント 時　間 場　所 備　考

開会セレモニー 午前９時
町総合保健福祉センター

「鮎緑」

子どもみこし 午前10時30分 鮎緑前～周辺市街地

ソーメン流し 午前11時30分 甲南パーク

あゆのつかみどり

大会
午後３時 甲佐小学校プール

受付は午後２時から会

場にて行います

入場料300円（網代込み）

総盆踊り大会 午後６時40分 甲南パーク一帯

ステージイベント 午後６時40分 中甲橋グリーンパーク

花火大会 午後８時10分 中甲橋グリーンパーク
雨天時は翌日または

翌々日に順延します
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お
り
行
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員

　

消
防
職　

２
人
程
度

▼
受
験
資
格

　

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
13

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

▼
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

・
第
1
次
試
験

　

9
月
16
日
（
日
）
午
前
8
時
30
分

　

県
立
御
船
高
等
学
校

・
第
２
次
試
験

　

11
月
上
旬
ご
ろ

※
試
験
会
場
第
1
次
試
験
合
格
者

　

に
通
知
し
ま
す

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

　

7
月
23
日
（
月
）
〜
8
月
10
日

（
金
）

※
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

　

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
土
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除

　

き
ま
す

※
郵
送
の
場
合
は
8
月
10
日

　

（
金
）
の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

▼
受
験
願
書
請
求
先

　

上
益
城
消
防
署
、
山
都
消
防
署

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
５
５

　

宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
旧
宮
内
小
学
校
）
で
、
手
作
り
の

カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
「
夏
山
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
ま
す
。
緑
の
山
々
に
囲
ま

れ
た
手
作
り
カ
フ
ェ
で
、
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
主
催

　

パ
ワ
フ
ル
母
ち
ゃ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
自
然
楽
舎
み
や
う
ち
）

▼
開
催
日
時

　

７
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
会
場

　

宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
楽
舎
み
や
う
ち

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
６
２

　

県
立
松
橋
西
支
援
学
校
上
益
城
分

教
室
で
は
、
日
ご
ろ
の
作
業
学
習
に

お
い
て
丁
寧
に
作
り
上
げ
た
製
品
を

販
売
し
、
地
域
の
方
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
同
校
上
益
城
分
教
室
の
生

徒
に
よ
る
作
業
製
品
の
販
売
会
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

７
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
2
時

▼
会
場

　

甲
佐
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・

サ
エ
ラ
（
甲
佐
町
大
字
岩
下
61
）

▼
主
な
販
売
品

　

学
校
の
農
園
で
と
れ
た
新
鮮
野
菜

や
花
苗
、
小
銭
入
れ
・
キ
ー
ケ
ー

ス
・
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
革
製
品
、

は
が
き
・
封
筒
な
ど
の
紙
す
き
製
品

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
橋
西
支
援
学
校
上
益
城
分
教
室

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
０
４
０

　

夏
場
に
は
、
自
転
車
盗
、
色
情
ね

ら
い
（
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
干
し
て
あ

る
下
着
を
盗
む
犯
罪
）
な
ど
が
例
年

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
で
長
期
不
在
宅
や

深
夜
外
出
が
増
え
る
た
め
、
空
き
巣
、

車
上
ね
ら
い
、
強
制
わ
い
せ
つ
な
ど

の
被
害
増
加
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
防
犯
対
策
で
被
害
の
未
然
防
止

・
自
宅
や
車
両
に
貴
重
品
な
ど
を

　

放
置
し
な
い

・
下
着
な
ど
は
外
か
ら
見
え
る
と

　

こ
ろ
に
干
さ
な
い

・
夜
間
は
明
る
く
人
通
り
の
多
い

　

道
を
通
る

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

「人権の花」運動
伝達式

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

��������

�� TEL�������������������

ｃ

く
ら
し
安
全

み

ん

な

で

防

犯

〜
夏
場
に
増
え
や
す
い
犯
罪
〜

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～７月～

 Event

▶���������

������������

����������������������������

���������������������������

�����������

▶����������

������������

・蜂谷　和明様　東京都　

・岡田　相志様　大阪府　

・饗場　正宏様　東京都　

　　　　　　　　ほか１４名

▶������������

　　１，４２６，０００円

　（５月31日現在）

�あゆまつり協賛作品展

��������　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

６
月
の
「
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
の

　

野
の
花
写
真
展
」
の
展
示

▶期間　７月 22 日（日）～８月 12 日（日）

７
月
29
日
（
日
）
宮
内
地
区
で

「

夏

山

カ

フ

ェ
」

を

開

催

e

開
催

▶主催　甲佐町文化協会

▶展示内容　街角ギャラリー展示作品

　　　　　　（写真・絵画ほか）

松
橋
西
支
援
学
校
生
徒
に
よ
る

作

業

製

品

の

販

売

会

��������������

��������������

����������������

��������������

��������������

������������

��������������

��������������

��������������

���������������

�����������
�����������
�����������
������������

「梅酒カステラ」こうさんもん No.10

�������������������

▶��������

�� TEL ������������

▲児童代表にプランターなどを贈呈

Monthly Information
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

麦
秋
を
迎
え
田
圃
は
黄
金
色
ひ
と
月
後
は
早
苗
の
み

ど
り 

緒
方　

明
美

仏
壇
の
遺
影
の
甥
は
に
こ
や
か
に
う
か
ら
の
中
に
生

き
続
け
お
り 

塚
原　

暁
益

狭
き
庭
に
彩
と
り
ど
り
の
花
木
植
え
四
季
折
々
の
花

を
楽
し
む 

池
田
キ
ヨ
子

連
休
に
揃
い
来
た
り
し
孫
達
の
話
を
聞
き
て
元
気
を

貰
う 

赤
星　

文
子

雨
降
り
て
心
も
湿
る
こ
の
時
期
の
平
穏
無
事
な
梅
雨

明
け
祈
る 

　
　

白
梅　

武
人

廃
屋
の
主
あ
る
じ

の
帰
り
待
つ
ご
と
く
今
年
も
紫
陽
花
生
き

生
き
と
咲
く 

内
田
乃
武
子

な
ぜ
な
ぜ
に
幼
い
命
の
奪
わ
る
る
こ
の
現
実
に
胸
痛

く
す
る　

 

吉
永
由
紀
子

不
安
な
る
梅
雨
の
季
節
の
到
来
に
災
害
無
き
を
唯
々

祈
る 

上
村
や
す
美

初
夏
の
陽
に
き
ら
き
ら
と
楠
若
葉
わ
れ
若
き
日
に
還

る
こ
と
な
し 

渡
辺　

幸
士 　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
つ
な
が
り
」

腕
組
ん
で
幸
せ
そ
う
な
あ
の
二
人 

林　
　

雅
之

国
々
が
手
を
つ
な
ぐ
夢
い
つ
の
日
か 

日
隈　

俊
郎

連
れ
添
っ
て
金
婚
祝
う
宮
参
り 

小
川　

春
子

　
　
　

「
漬
け
物
」

漬
け
物
は
家
訓
の
味
で
引
き
継
が
れ 

川
田
ト
メ
子

漬
け
物
の
山
が
み
る
み
る
減
る
暮
ら
し 

清
川
み
ど
り

買
い
置
き
の
奈
良
漬
昼
の
独
り
め
し 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

朝
飯
前　

良
か
枝
ぶ
り
に
仕
上
っ
た 

広
田
み
ど
り

朝
飯
前　

洗
濯
物
ン
な
も
う
無
ァ
か 

下
山　

千
恵

朝
飯
前　

ス
カ
ー
ト
も
ズ
ボ
ン
も
縫
う
よ 

志
垣　
　

光

朝
飯
前　

そ
ん
位
ァ
な
ら
す
ぐ
出で

く来
る 

佐
藤　
　

葵

朝
飯
前　

得
意
な
事
ッ
は
俺
ル
が
や
る 

平
井
や
よ
い

朝
飯
前　

プ
ロ
に
ぁ
頼
む
ま
で
も
な
い 

長
原　

産
賀

朝
飯
前　

ま
だ
ま
だ
出
来
る
逆
あ
が
り 

佐
野
し
ょ
う

朝
飯
前　

畑
で
揃
う
サ
ラ
ダ
バ
ー 

光
永　
　

六

朝
飯
前　

虜
に
し
ち
ゃ
う
割
烹
着 

井
元
あ
ざ
み

朝
飯
前　

親
の
腕
前
見
せ
て
や
る 

日
高　

美
里

朝
飯
前　

あ
ん
た
な
ん
か
は
敵
じ
ゃ
ね
ぇ 

上
田　

梅
清

朝
飯
前　

勢
い
だ
け
じ
ゃ
出
来
ん
ば
い 

日
隈　

元
良

朝
飯
前　

酔
う
た
客
ほ
ど
せ
び
り
え
え 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

文
月 

〜

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

「父の日に牛乳（ちち）を贈ろう」キャンペーンで、６月15日（金）に上益城郡酪農組合女性部の３人が町役場を表敬訪問
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ひ と の 動 き （敬称略）

 住　所 氏　名     性別  保護者

上早川　岩吉　帝
た い が

虎　男　大　輝

府　領　石橋　鳳
ほ う ま

真　男　浩　一

府　領　本田　芽
め い

慈　女　義　浩

豊　内　本田　千
ち ひ ろ

尋　女　城　光

仁田子　上村　陸
り く と

翔　男　祥　彰

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,077 △８

女 5,657 △27

計 10,734 △35

世帯数 4,274 △８

平成30年５月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

早　川　宮崎　タマ　101　タ　マ

船　津　井芹ミヱ子　90　ミヱ子

豊　内　吉田　時義　90　紫　朗

仁田子　園田　友子　80　友　子

西寒野　緒方スエノ　92　俊　一

豊　内　佐野ミサエ　91　宇　信

西寒野　松井　健次　93　伸　男

世　持　平野　友從　82　友　從

白　旗　田上　耕太　70　チヨ子

早　川　備後ムツエ　94　秀　隆

白　旗　渡邉美知子　69　誠　喜

吉　田　緒方マス子　101　俊　明

糸　田　井芹　藤男　92　ミネ子

５月11日（金）～６月10日（日）

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

［

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　吉　田　緒方　浩樹

　　妻　上早川　本田　　望

　　夫　熊本市　神山　三郎

　　妻　白　旗　山形　由佳

　　夫　熊本市　坂田　　翔

　　妻　南三箇　林　沙也加

　　夫　熊本市　辻　　勝仁

　　妻　府　領　山口　　藍
［

�

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

作り方

①オクラをきれいに洗ったら、

そのまま2～3分ゆでます。

②①がゆで上がったら、ザルに

とり粗熱がとれるまで待ちま

す

③②が触れるようになったら3

㍉くらいの小口切りにします。

④トロンとした汁ごと大きめの

器へ移し入れ、納豆とチリメ

ンジャコを加えます。納豆に

ついているタレとしょう油で

調味し、好みでしょう油の量

は調節してください。

＊④で出来たオクラ納豆を具に

した卵焼きは栄養満点ですよ。

オクラ納豆

ご存知ですか？

材　料（４人分）

オクラ ………………15本くらい
納豆 ……………………１パック
チリメンジャコ ………大さじ３
しょう油 ……………大さじ1/2

　　オクラのヌルヌルの正体は

ガラクタンやペクチンなどの食

物繊維です。

　オクラと納豆のネバネバ最強

コンビは、疲労回復と夏バテ防

止に最適です。納豆には、血栓

を予防し血液をさらさらにする

効果があり、たっぷりのカルシ

ウムも含んでいます。

　また、オクラにはβカロテン

を多く含んでいるので、髪・視

力・皮膚の健康を維持してくれ

ます。つまりアンチエイジング

も期待できるということです。

　今から旬のオクラで、やって

来る暑い夏への対策を備えてお

きましょう。

　

梅
雨
の
晴
れ
間
に
開
催
さ
れ
た
宮

内
梅
ま
つ
り
。
雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴

の
中
、
宮
内
の
区
長
さ
ん
た
ち
や
住

民
の
み
な
さ
ん
が
実
っ
た
青
梅
を
収

穫
す
る
傍
ら
、
そ
の
様
子
を
カ
メ
ラ

に
収
め
る
べ
く
土
手
の
上
に
上
っ
て

み
た
り
、
し
ゃ
が
ん
で
み
た
り
の
試

行
錯
誤
。
カ
メ
ラ
の
扱
い
に
四
苦
八

苦
す
る
毎
日
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
県
広
報
協
会
主
催
の

研
修
会
で
広
報
写
真
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
研
修
の
中
で

「
相
手
に
伝
わ
る
写
真
＝
イ
イ
写

真
」
と
い
う
話
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

撮
っ
た
写
真
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
と

振
り
返
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
来
た
る
７
月
に
は
あ
ゆ
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
は
カ
メ

ラ
片
手
に
走
り
回
る
こ
と
に
な
り
そ

う
で
す
。
ど
ん
な
写
真
が
撮
れ
た
か

は
次
回
の
広
報
の
お
楽
し
み
と
い
う

こ
と
で
。
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま

す
。
甲
佐
の
夏
、
平
成
最
後
の
夏
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　
　
　

（
と
）
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こうさ広 報

Kosa
Style
こうさ スタイル

　

「
竹
あ
か
り
が
照
ら
す
や
わ
ら

か
い
光
で
あ
ゆ
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
た
い
」
と
話
す
の
は
、
「
お
お

い
で
あ
か
り
」
実
行
委
員
の
園
田

孝
信
さ
ん
（
下
横
田
区
）
。

　

竹
あ
か
り
と
は
、
竹
筒
を
切
削

し
て
模
様
や
絵
を
描
き
、
内
側
か

ら
電
球
な
ど
を
灯
す
灯
籠
や
そ
れ

ら
を
組
み
合
わ
せ
た
展
示
物
の
こ

と
。
同
実
行
委
員
会
は
、
あ
ゆ
ま

つ
り
に
出
展
す
る
竹
あ
か
り
を
制

作
し
て
8
年
目
。
園
田
さ
ん
は
５

年
前
か
ら
制
作
活
動
に
参
加
し
て

い
る
。

　

も
と
も
と
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を
描

く
の
が
趣
味
で
あ
る
園
田
さ
ん
。

自
宅
の
倉
庫
に
描
い
た
絵
を
見
た

実
行
委
員
か
ら
熱
心
に
誘
わ
れ
た

の
が
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
と

な
り
、
「
竹
あ
か
り
で
彩
ら
れ
た

街
道
の
風
景
に
刺
激
を
受
け
、
甲

佐
で
も
で
き
な
い
か
」
と
、
制
作

に
取
り
組
む
。

　

竹
筒
に
大
小
の
穴
を
開
け
る
も

の
が
一
般
的
だ
が
、
園
田
さ
ん
が

作
る
の
は
竹
筒
を
数
本
束
ね
て
光

の
絵
を
描
く
幻
想
的
な
野
心
作
を

目
指
す
。
「
絵
を
き
れ
い
に
見
せ

る
に
は
、
ど
の
角
度
か
ら
見
て
も

輪
郭
が
は
っ
き
り
切
削
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
光
の
魅
力

を
表
現
す
る
た
め
に
、
切
削
す
る

角
度
を
微
調
整
す
る
の
が
難
し
い

で
す
」
と
苦
心
す
る
。
ま
た
、

「
完
成
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

つ
な
ぎ
目
と
し
て
残
す
部
分
を
考

え
な
が
ら
作
ら
な
い
と
、
誤
っ
て

切
り
抜
い
て
し
ま
い
、
輪
郭
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
何
度
も
失
敗
し
ま
し
た
」
と
過

去
の
苦
労
を
打
ち
明
け
る
。

　

「
一
昔
前
の
あ
ゆ
ま
つ
り
は
今

以
上
に
人
通
り
も
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
竹
あ
か
り
の
制
作

を
通
し
て
、
活
気
あ
る
祭
り
を
取

り
戻
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
来
て

い
た
だ
い
た
方
に
は
竹
あ
か
り
が

彩
る
甲
佐
の
夏
祭
り
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
語
る
園
田

さ
ん
。
「
作
り
手
が
増
え
れ
ば
、

街
を
竹
あ
か
り
で
も
っ
と
華
や
か

に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
の

あ
ゆ
ま
つ
り
で
は
、
竹
あ
か
り
に

も
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
興
味
を

も
た
れ
た
方
は
、
制
作
を
通
し
て

祭
り
へ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
笑
顔
で
制
作
に
打
ち
込
む
。

竹
に
刻
ん
だ
光
の
芸
術
が
彩
る

華

や

か

な

甲

佐

の

夏

祭

り

そのだ　たかのぶ /「おおい

であかり」実行委員として竹

あかり制作に取り組む。制作

の参加希望は、町観光協会事

務局まで。 　096-234-1154

園田 孝信さん
Sonoda Takanobu

〔下横田区〕

TEL


